
１．日　　時：平成２２年７月４日（日）９：３０～１６：００

２．場　　所：広島医師会館２階講堂

             （広島市西区観音本町一丁目１番１号）  TEL（082）232-7211

３．主　　催：広島転倒予防研究会　　広島県医師会

４．参 加 費：１,０００円（講演集が必要な方は５００円追加）

５．定　　員：３５０人（定員になり次第締め切らせて頂きます）

６．申込方法：６月３０日（水）までにＦＡＸ（裏面）でお申し込みください。

７．そ の 他：お申込み受理のご連絡はいたしません。定員になりましたらお断りの

　　　　　　　ご連絡をいたします。

　　　　　　　駐車場はございますが数に限りがあります。

申し込み
問い合せ先 電話：（０８２）２９３ー１５１３　ＦＡＸ：（０８２）２９３ー２２１４

事務局：（財）広島県環境保健協会　健康科学センター　岡田一彦　大岡亜由美

広島転倒予防研究会　代表世話人　村上恒二（広島市総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）

第10回ひろしま転倒予防セミナー参加申込書

（平成２２年７月４日（日）開催）
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　　電車：ＪＲ山陽本線「横川駅」から南へ徒歩約１０分

　　バス：「紙屋町」（DeODEO本店前）から広島バス

　　　　　　２２号祇園大橋行き乗車～「別院前」下車
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　私達は、「広島転倒予防研究会」を設立し、転倒の予防、対策、支援に取り組んでいますが、

今年度も「第10回ひろしま転倒予防セミナー」を開催いたします。今回も、特別講演に加え、主

題、一般演題など、実践事例を皆様とともに質疑し、転倒の予防や対策についての情報及び経験

を共有することを目的としています。

Ｒ２

平和大通り

県庁前

横川駅

己斐駅

広島駅

市役所

南区役所

Ｒ５４

交通案内

広島駅前から広電バスで約３０分

 「広島西飛行場行」で「新観音橋西」バス停下車

広島駅前からタクシーで約１５分

 広島医師会館
733-0033
広島市西区観音本町一丁目１番１号
TEL（082）232-7211

第10回ひろしま転倒予防セミナー開催のご案内

 9：30～ 9：35

 9：35～10：05

10：05～10：15

10：15～11：00

11：00～11：45

開会の辞

一般演題

11：45～12：45

12：45～14：15

14：15～14：30

14：30～16：00

16：00～ 閉会の辞

広島医師会館

天満川

新観音橋

第 1 0 回ひろしま転倒予防セミナー 　

　　会長 水野 一枝（さんよう水野病院）

【プログラム】

当日はお弁当の販売（広島駅弁）をしています。

必要な個数をご記入ください。

金額：６００円（お茶付き・税込み） 個

当日はお弁当の販売（広島駅弁）をしています。

必要な個数をご記入ください。

　金額：６００円（お茶付き・税込み） 個

当日は広島駅弁がお弁当の販売をいたします。大まかな個数把握

のため必要な個数をご記入ください。

金額：８００円（お茶付き・税込み） 個

（休 憩・昼 食）

（休 憩）

（休 憩）

開会の辞
　
一般演題

１.『転倒事故防止の取り組みについて』

２.『当施設における転倒に対する取り組み』

３.『自主活動グループから学んだこと』

４.『高齢者における足趾屈曲力とバランス能力に関する調査』

５.『パワーリハビリテーションにおける転倒予防について』

６.『脳出血による右片麻痺に対するﾊﾟﾜｰﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの効果について』

７.『拘束禁止と転倒防止の関係』

８.『痴呆性高齢者の繰り返す転倒の1事例の分析』

９.『転倒予防教室の地域での展開』

休　憩（昼 食）

主 題 Ⅰ『認知症者に多い転倒の原因とその予防』
　　　　　 講 師：広島県厚生連吉田総合病院　認知症看護認定看護師　小野一恵氏

特別講演Ⅰ『転倒予防・介護予防を目指して!!「転倒リスクレベル別運動
　　　　　　器機能向上プログラムのすすめ」－歩行解析アドバイスシス
　　　　　　テム｢歩ビゲーター｣の提案』
　　　　　     講 師：星城大学大学院健康支援学研究科 研究科長　植松光俊氏

特別講演Ⅱ『転倒転落事故の要因と対策～1500事例の分析から～』
　　　　　     講 師：杏林大学保健学部救急救命学科　教授　川村治子氏

①『当院リハビリテーション科の転倒症例』：広島市立安佐市民病院

②『転倒・転落予防への取り組み－３つのテクニカルエラーの視点から－』：広島市立安佐市民病院

③『療養病棟の転倒・転落ゼロへの取り組み』：メープルヒル病院

④『転倒防止における離床センサーの効果についての検討』：中国電力株式会社中電病院

⑤『整形外科病棟における転倒・転落の特性～転倒・転落報告書の集計から～』：浜脇整形外科病院

⑥『脳神経外科病棟での転倒・転落防止の取り組み』：広島市立広島市民病院

⑦『貯筋運動（福永）の取り組み』：いでした内科・神経内科クリニック

⑧『地域に根ざした運動習慣が高齢者のバランスコントロールに与ええる長期的効果』：広島大学

⑨『認知症高齢者の外乱刺激時における姿勢制御について』：広島市社会局総合リハビリテーションセンター開設準備室

⑩『一回復期病棟における転倒予防の取り組み』：西広島リハビリテーション病院

⑪『慢性期脳卒中後片麻痺者の麻痺側下肢荷重能力が歩行能力に与える影響』：広島国際大学

⑫『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』：

氏　　名 職　　種所　　属

⑥『立位における安定性限界と姿勢の関連性』

⑦『加齢が立位振り向き動作時の身体挙動に与える影響』

⑧『入浴時転倒リスクの高まった方に対する事例報告』

①『県立広島病院における転倒・転落インシデントと防止対策

　　　　　　　　　　　　　　　～リハビリテーション科の立場から～』

　　　　　　　　　　　　　　　　　県立広島病院　リハビリテーション科

②『エラーマップ分類による当院の転倒転落発生要因分析』

　　　　　　　　　　　　　　　　　中電病院 転倒転落ワーキンググループ

③『認知症病棟における転倒転落実態調査　看護記録から見えてくるもの』

　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人社団仁和会　児玉病院　

主 題 Ⅱ『転倒無視のサンバ』
　　　　　 講 師：広島大学病院リハビリテーション科　准教授　木村浩彰氏

一般演題Ⅰ
①『当院リハビリテーション科における転倒報告』
②『転倒転落事例の検討～いつどこで人は転ぶのか～』
③『転倒を繰り返す右脳損傷者へのリスク・コミュニケーション』
④『高齢者へのソフトジムを使用したボール体操の取り組み』
⑤『転倒リスクの高い高齢者へのWii Fitの使用について』

一般演題Ⅱ
⑥『立位における安定性限界と姿勢の関連性』
⑦『高齢者のふり向き動作の検討』
⑧『入浴時転倒リスクの高まった方に対する事例報告』

一般演題Ⅲ
⑨『簡易型離床センサーの作成・使用・検討の報告』
⑩『転倒・転落予防における離床センサー装置の活用と適正管理』
⑪『看護記録の電子化による期待される効果の現状』
⑫『転倒転落予防への取り組み』

①『県立広島病院における転倒・転落インシデントと防止対策

～リハビリテーション科の立場から～』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 県立広島病院　リハビリテーション科　河本敦史

』

～多様な認知レベルの高齢者への二重課題を通して～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんよう水野病院リハビリテーション科　小田加奈子

⑥『転倒予防について　人の目と、センサーの目と・・・』

ナーシングホームゆうゆう　介護統括　久保田厚実

⑦『ストレッチポールを用いた骨盤リアライメントエクササイズの効果』

広島国際大学医療保健学部理学療法学科　増田圭太　　

②『なぜ転倒転落が減ったのか～確実なリスク評価と患者協力～』

中電病院 転倒転落WG　医療安全管理室　藤井美穂子

③『転倒・転落防止への取り組み』

医療法人　信愛会　日比野病院　森保寛紀

④『回復期リハビリ病棟における転倒転落に関する情報共有の試み』

～他職種間の情報共有のためのホワイトボードの有用性～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人曙会　シムラ病院　岡田良子

⑤『転倒・転落時初期対応のためのチェックシート』

　　　　　　　    　　　　　　公立学校共済組合　中国中央病院　藤井いづみ

⑥『転倒予防について　人の目と、センサーの目と・・・』

ナーシングホームゆうゆう　介護統括　久保田厚実

⑦『ストレッチポールを用いた骨盤リアライメントエクササイズの効果』

広島国際大学医療保健学部理学療法学科　増田圭太　　
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当日はお弁当の販売（広島駅弁）をしています。

必要な個数をご記入ください。

金額：６００円（お茶付き・税込み） 個

当日はお弁当の販売（広島駅弁）をしています。

必要な個数をご記入ください。

　金額：６００円（お茶付き・税込み） 個

当日は広島駅弁がお弁当の販売をいたします。大まかな個数把握

のため必要な個数をご記入ください。

金額：８００円（お茶付き・税込み） 個

開会の辞
　
一般演題

１.『転倒事故防止の取り組みについて』

２.『当施設における転倒に対する取り組み』

３.『自主活動グループから学んだこと』

４.『高齢者における足趾屈曲力とバランス能力に関する調査』

５.『パワーリハビリテーションにおける転倒予防について』

６.『脳出血による右片麻痺に対するﾊﾟﾜｰﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの効果について』

７.『拘束禁止と転倒防止の関係』

８.『痴呆性高齢者の繰り返す転倒の1事例の分析』

９.『転倒予防教室の地域での展開』

休　憩（昼 食）

①『当院リハビリテーション科の転倒症例』：広島市立安佐市民病院

②『転倒・転落予防への取り組み－３つのテクニカルエラーの視点から－』：広島市立安佐市民病院

③『療養病棟の転倒・転落ゼロへの取り組み』：メープルヒル病院

④『転倒防止における離床センサーの効果についての検討』：中国電力株式会社中電病院

⑤『整形外科病棟における転倒・転落の特性～転倒・転落報告書の集計から～』：浜脇整形外科病院

⑥『脳神経外科病棟での転倒・転落防止の取り組み』：広島市立広島市民病院

⑦『貯筋運動（福永）の取り組み』：いでした内科・神経内科クリニック

⑧『地域に根ざした運動習慣が高齢者のバランスコントロールに与ええる長期的効果』：広島大学

⑨『認知症高齢者の外乱刺激時における姿勢制御について』：広島市社会局総合リハビリテーションセンター開設準備室

⑩『一回復期病棟における転倒予防の取り組み』：西広島リハビリテーション病院

⑪『慢性期脳卒中後片麻痺者の麻痺側下肢荷重能力が歩行能力に与える影響』：広島国際大学

⑫『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』：

氏　　名 職　　種所　　属

⑥『立位における安定性限界と姿勢の関連性』

⑦『加齢が立位振り向き動作時の身体挙動に与える影響』

⑧『入浴時転倒リスクの高まった方に対する事例報告』

一般演題Ⅰ
①『当院リハビリテーション科における転倒報告』
②『転倒転落事例の検討～いつどこで人は転ぶのか～』
③『転倒を繰り返す右脳損傷者へのリスク・コミュニケーション』
④『高齢者へのソフトジムを使用したボール体操の取り組み』
⑤『転倒リスクの高い高齢者へのWii Fitの使用について』

一般演題Ⅱ
⑥『立位における安定性限界と姿勢の関連性』
⑦『高齢者のふり向き動作の検討』
⑧『入浴時転倒リスクの高まった方に対する事例報告』

一般演題Ⅲ
⑨『簡易型離床センサーの作成・使用・検討の報告』
⑩『転倒・転落予防における離床センサー装置の活用と適正管理』
⑪『看護記録の電子化による期待される効果の現状』
⑫『転倒転落予防への取り組み』

①『県立広島病院における転倒・転落インシデントと防止対策

～リハビリテーション科の立場から～』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 県立広島病院　リハビリテーション科　河本敦史

』

～多様な認知レベルの高齢者への二重課題を通して～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんよう水野病院リハビリテーション科　小田加奈子

⑥『転倒予防について　人の目と、センサーの目と・・・』

ナーシングホームゆうゆう　介護統括　久保田厚実

⑦『ストレッチポールを用いた骨盤リアライメントエクササイズの効果』

広島国際大学医療保健学部理学療法学科　増田圭太　　

②『なぜ転倒転落が減ったのか～確実なリスク評価と患者協力～』

中電病院 転倒転落WG　医療安全管理室　藤井美穂子

③『転倒・転落防止への取り組み』

医療法人　信愛会　日比野病院　森保寛紀

④『回復期リハビリ病棟における転倒転落に関する情報共有の試み』

～他職種間の情報共有のためのホワイトボードの有用性～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人曙会　シムラ病院　岡田良子

⑤『転倒・転落時初期対応のためのチェックシート』

　　　　　　　    　　　　　　公立学校共済組合　中国中央病院　藤井いづみ

⑥『転倒予防について　人の目と、センサーの目と・・・』

ナーシングホームゆうゆう　介護統括　久保田厚実

⑦『ストレッチポールを用いた骨盤リアライメントエクササイズの効果』

広島国際大学医療保健学部理学療法学科　増田圭太　　


